
釧 路 市

～ つながる まち・ひと・みらい ひがし北海道の拠点都市・釧路 ～

2023（令和５）年度
当初予算（案）のポイント

2023（令和5）年度予算の内容は、市ホームページでもご覧いただけます。

釧路市 令和5年度予算 検索



ふるさと納税による自主財源確保と市の魅力発信

令和３年度より、寄附増額に向けた戦略として

『魅力的な返礼品づくり』『わかりやすい情報発

信』を２本柱に位置づけ様々な取組を進めた結果、

令和４年度の寄附額は、対前年度比153％

となる見込みとなりました。

これらの取組をより強化していくことにより、

ふるさと納税による、更なる自主財源の確保と

市の魅力発信に努めてまいります。

11.8億円

寄附額の推移

○魅力的な返礼品づくり

○わかりやすい情報発信
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１８億円
２７億円

Ｒ４見込額
Ｒ５予算額

Ｒ３実績額

○効果的な広告宣伝の

更なる強化

○ポータルサイトの追加

○市特設サイトの開設

○クラウドファンディ

ング型ふるさと納税

の実施

○人気返礼品の拡充

○新たな広告手法の導入

（ＳＮＳ等）

○控除手続きの簡素化

（オンライン申請）

2023（令和５）年度の当初予算（案）

一般会計予算（案）は、982億円（前年比31億円増）

歳 入 歳 出

1

（単位：億円）

衛生費・商工費など
14.0％
137.7

民生費 33.6％
330.1

土木費
6.4％
62.8

総務費 6.7％
65.3

公債費 12.2％
120.1

諸支出金 9.7％
95.6

職員費 10.8％
105.6

市税 21.4％
209.9

地方交付税 26.2％
257.2

使用料など
7.2％
70.7

国庫支出金 20.7％
203.5

道支出金など 12.6％
124.3

諸収入 3.7％
36.1

市債 8.2％
80.3

自主財源 32.3％

依存財源 67.7％

【道支出金などの内訳】
・道支出金
・利子割交付金等
・地方譲与税

【使用料などの内訳】
・寄附金
・使用料・手数料
・繰入金

・衛生費
・商工費
・農林水産業費

・労働費
・予備費
・災害復旧費

会計
区分

一般
会計

特別
会計

企業
会計 合計

当初
予算額

982 393 478 1,853

教育費 6.6％
64.8

・分担金・負担金
・財産収入
・繰越金

・港湾費
・消防費
・議会費

【衛生費・商工費などの内訳】

一般会計と特別・企業会計の予算

（単位：億円）

（単位：億円）



■水道管路整備(老朽管更新、配水管布設 等)

■第８魚揚場施設整備事業（Ｒ５～６）

■公営住宅建設事業（堀川Ｂ棟(Ｒ５～７) 等）

■新給食センター整備事業

■消防救急デジタル無線更新事業（Ｒ５～６）

※１万円未満は四捨五入しています

年 度
会 計

令和５年度 令和４年度 増減

一 般 会 計 84.1 42.2 41.9

企
業
会
計

病 院 事 業 6.1 5.0 1.1 
水 道 事 業 30.3 41.9 ▲11.6 
工業用水道事業 0.3 0.1 0.2
下 水 道 事 業 26.6 36.4 ▲9.8 
港湾整備事業 7.0 1.2 5.8 
公設地方卸売市場 2.0 2.4 ▲0.4 

特 別 会 計 19.1 2.6 16.5 
合 計 175.5 131.8 43.7 

１．会計別

分野 令和５年度 令和４年度 増減

土 木 36.6 28.7 7.9 

建 築 60.8 16.2 44.6 

電 気 ・ 機 械 33.3 36.1 ▲2.8 

管 設 備 27.5 38.2 ▲10.7 

測量 その他 17.3 12.6 4.7 

合 計 175.5 131.8 43.7 

２．分野別

３．負担金等事業

年 度
会 計

令和５年度 令和４年度 増減

全体
事業費

うち
市負担分

全体
事業費

うち
市負担分

全体
事業費

うち
市負担分

空港整備事業 0.0 0.0 4.6 0.3 ▲4.6 ▲0.3 

港湾整備事業 65.2 9.8 53.3 8.0 11.9 1.8 

合 計 65.2 9.8 57.9 8.3 7.3 1.5 

主な公共事業

8億4,500万円

5億1,339万円

3億9,461万円

3億7,140万円

3億6,420万円

■下水道管路整備(合流管整備、雨水管整備 等)

■公営住宅解体事業（美原、まりも団地 等）

■星が浦川河川改修工事

■釧路港西港上屋改修事業

■市立釧路総合病院新棟建設等事業

17億6,353万円

17億1,000万円

16億9,555万円

11億6,235万円

8億5,169万円

２

（単位：億円）

水道管路整備の様子

2023（令和５）年度公共事業予算（案）と主な公共事業

第８魚揚場 完成イメージ

（単位：億円）

（単位：億円）



主な政策テーマ関連事業『デジタル化』

デジタルを活用した地方創生の加速化・深化

■スタートアップ人材創出事業（1,701万円）

■スマート自治体推進事業（2,882万円）

■農村地域情報通信環境整備事業（551万円）

市立小中学校並びに阿寒湖義務教育学校への校務支援システム

の導入

・釧路市標準学力検査の結果や学習に関する評価などのデータ

の可視化・分析による学習面や生活面の指導・支援への活用

・成績処理や通知表作成、指導要録作成などの校務の効率化に

よる教職員の負担軽減

スマートフォン教室

（市の考え方）

●デジタルの力を活用し、地域課題を解決する人材の育成を進めます。

●若年層から高齢者まであらゆる世代の人がデジタルの恩恵を享受できるように、行政サービスのデジタル化を図ります。

●デジタルの活用に不可欠な情報通信環境整備を通じて、農業インフラの管理の省力化・高度化を図ります。

●市内小中学校並びに義務教育学校においてＩＣＴ化を推進し、児童生徒にとって最適な教育環境の構築を図ります。

高付加価値を生み、地域課題を解決するスタートアップ人材

の継続的な輩出に向けた、プログラミング技術の習得等の人

材育成の場の提供に係る取組の官民連携による実施

通信技術を活用した農業用水道施設等の

管理の省力化、高度化に向けた実施設計

釧路市デジタル・トランスフォーメー

ション（ＤＸ）実行計画に基づく施策の

推進と各課のＤＸの相談等のため、民間

の専門人材を活用（地域活性化起業人）

情報格差の解消を図るためのスマート

フォン教室の実施

電子申請が可能な行政手続きの拡充及び

公共施設などの予約システム導入

■校務支援システムの導入（2,251万円）

３

■個人番号カード交付等事業（2億1,341万円）

マイナンバーカードセンターの運営（申請サポート、ＴＶＣＭ

等）、写真撮影サービスやオンライン申請補助などの申請サ

ポート窓口の開設、団体出張申請サポート、その他広報活動

（広報紙、新聞折込広告、ポスター掲示） 等

マイナンバーカードセンター

【参考】マイナンバーカード申請率
・釧路市 72.84％
・全国平均 68.51％
・全道平均 67.49％
※令和５年１月末現在
（総務省送付申請状況）

※新規事業は 、拡充事業は マークを付けています

通信機器の設置



主な政策テーマ関連事業『環境』

カーボンニュートラル社会の実現・循環型社会の形成

個人住宅への省エネ・再エネ設備導入促進助成の拡充

・定置用蓄電池（太陽光発電ｼｽﾃﾑ同時設置）15万円×30件

・定置用蓄電池（単体設置） ６万円×20件

・家庭用燃料電池（ｴﾈﾌｧｰﾑ） 20万円×３件

・ガスコジェネレーションシステム（ｺﾚﾓ） ６万円×45件

昆布養殖による二酸化炭素吸収の効果を検証する実証実験

への助成

■地域材利用拡大・森林整備推進事業（2,289万円）

■観光誘致広域連携事業（916万円）

■ごみ減量化対策事業（76万円）

■地球温暖化防止対策促進事業（52万円）

電気生ごみ処理機による生ごみ減量化の様子

出前授業・環境関連施設見学など、カーボンニュートラルに

資する普及啓発の実施

■ｅｃｏライフ促進支援事業（900万円）

■ブルーカーボン推進事業（300万円）

（市の考え方）

●2021年に宣言した2050年に二酸化炭素排出実質ゼロを目指すゼロカーボンシティ、2022年に登録された釧路湿原・阿寒摩周国立

公園におけるゼロカーボンパークをはじめ、カーボンニュートラル社会の実現に向けた各取り組みを進めます。

●ごみの減量・リサイクルに関する取り組みを進め、限りある資源を有効活用し、循環型社会を目指します。

●水産分野では昆布が有するCO2吸収機能、海域環境改善、食料等の特徴を活かし、養殖による漁業経営の安定の支援を行います。

地域材の利用拡大・普及促進（木製

品開発・販路開拓）に向けた事業の

実施、林業・木材産業の担い手に対

する研修の実施、木育の推進

阿寒摩周国立公園内の滝口公衆用トイレにおけるバイオトイレ

整備、阿寒摩周国立公園所在市町の広域連携を通じた体験型観

光の推進や広域観光ルートの形成

ごみ減量化を目的とした、生ごみ堆肥化容器購入助成、電気生

ごみ処理機のモニター及び購入助成事業、ごみ・リサイクル関

連施設への親子見学会、生ごみ減量化の講習会開催

４

■集団資源回収促進事業（449万円）

集団資源回収に取り組んでいる団体に対し、回収量に応じた

「奨励金」を交付することで、ごみの減量と資源の有効利用

の促進を図る

道内第３位の森林都市

※ブルーカーボンとは、2009年に国連環境計画（UNEP）によって命名された「藻場・浅場等の海

洋生態系に取り込まれた炭素」のこと。グリーンカーボンが「陸上の植物が吸収する炭素」を

意味する一方で、ブルーカーボンは「海洋の海藻が吸収する炭素」を指す。



主な政策テーマ関連事業『経済活性化』・『アフターコロナ』①

地域経済をけん引する産業支援、新産業創出

■中小企業・小規模事業者

活性化推進事業（2,069万円）

５

■釧路新産業創造研究会補助金（300万円）

■ビジネスサポートセンター事業（4,807万円） ■養殖推進事業（2,651万円）

アドベンチャートラベルの推進に必要となる専門人材の確保及び質の高い

コンテンツの造成に向けたＤＭＯへの支援、航空会社との連携によるプロ

モーションなどの実施

■市営牧場整備事業（1億6,575万円）

釧路港での試験養殖

※アドベンチャートラベル（ＡＴ）とは、アクティビティ、自然、異文化体験の３要素のうち、

２つ以上を含む旅行形態で、欧米豪を中心とした富裕層に人気が高まっています。

ＡＴＷＳはＡＴの世界最大のイベントで、世界の約60ヵ国から約800人の関係者が参加し、

期間中にツアー体験や商談会、セミナー等が行われるイベントです。

（市の考え方）

●市民の暮らしや安定的な雇用を支え、まちの活力を高めるために地域経済の活性化、産業活性化に取り組みます。

●コロナ禍からの力強い回復と先を展望できる地域経済の活性化を目指します。

●地域経済の持続的な成長を目標に付加価値化に向けた取り組みを行います。

釧路市ビジネスサポートセンターｋ－Ｂｉｚの運営 等

創業者等への伴走型支援体制の整備と相談窓口の継続的な

運営、中小企業・小規模事業者活性化補助金「ビズサポ補

助金」の継続実施 等

新産業創出に向けた民間団体による調査研究活動等への補助

海面養殖の研究及び実証実験、養殖

漁業の先進事例調査実施、陸上養殖

の実証試験に対する補助等の実施

等

市営牧場における牧草の生産性や品質

向上のための草地整備及び施設整備

■アドベンチャートラベル推進事業（7,203万円）

市営牧場の放牧

2023年９月、「アドベンチャートラベル・ワールドサミット（ＡＴＷＳ）２０２３」

が北海道で開催され、サミット終了後には視察旅行「ポストサミットアドベンチャー」

が釧路エリアで実施されます。

アイヌ文化ガイドツアー

雌阿寒岳トレッキング



主な政策テーマ関連事業『経済活性化』・『アフターコロナ』②

各地域における経済活性化事業

■音別地域の産業振興（1,912万円）

■音別町憩いの森施設整備事業（2,389万円）

■音別地域づくり推進事業（1,230万円）

■阿寒地域活性化事業（659万円）

■阿寒地域づくり推進事業（1,860万円）

（市の考え方）

●阿寒地域では、空き家・空き店舗等の利活用を希望する人材とのマッチングに繋がる仕組み作りに取り組むとともに、魅力ある

日中滞在型エリアを目指し、阿寒丹頂の里エリアの施設充実を図り、交流人口の拡大に取り組みます。

●音別地域では富貴紙等の特産品の高付加価値化や音別町憩いの森施設の利用を通じた交流人口の拡大に取り組みます。

６

阿寒丹頂の里エリア（赤いベレー、道の駅等）の魅力向上

に向けた施設整備 等

音別町山菜等加工施設の機械の更新、音別地域の蕗を用いた

和紙「富貴紙」の普及促進 等

地域おこし協力隊を活用した阿寒地区の魅力・情報発信、空き

家等の利活用を希望する人材とのマッチングに繋げる取り組み

等 地域おこし協力隊を活用した音別地区の魅力・情報発信・空き

家活用の取り組み、特産品開発に対する支援 等

憩いの森キャンプ場内の施設整備（トイレ改修工事・敷地内

街路灯ＬＥＤ化）

道の駅 ＲＶパーク

背丈より大きくなる音別の蕗 富貴紙を活用したオリジナル商品



主な政策テーマ関連事業『経済活性化』・『アフターコロナ』③

地方への人材の還流・人への投資

介護・福祉分野における人材確保支援及び介護資格の取得支援

並びにケアサポーターの活用促進

地元企業への就職者数増加に向けた奨学金返済支援制度の運用、

地元企業の魅力情報発信、就職情報サイト掲載に係る経費 等

再就職を希望する女性等を対象とした就労支援講座、キャリア

コンサルティング、就職マッチング及び求人創出の実施

地域おこし協力隊制度を活用し、阿寒湖温泉アイヌ文化発信

人材を育成

若手職員を対象とした政策形成スキルアップ研修の開催

■テレワーク等推進事業（716万円）

７

首都圏等からの人・企業の呼び込み、ＷＥＢ等各種媒体を

使った情報発信、企業とのマッチングイベントへの参加 等

■人材確保・定着促進事業（1,007万円）

■女性求職者就労促進事業（386万円）

■介護人材確保事業（2,905万円）

■観光人材確保・育成事業（1,568万円）

■若手職員政策形成研修事業（41万円）

（市の考え方）

●地域経済を支える担い手を確保するとともに、多様な人材を地域へ引き込む取り組みを進めます。

●地元企業と連携して、女性や若者が安心して働き続けられる仕組みづくりを行います。

釧路地域
就職支援まとめサイト

■移住定住・ＵＩＪターン

促進に向けた取組（2,320万円）

移住・交流＆地域おこしフェア2023
くしろお試しワーキングホリデー事業

（ＪＡ阿寒での勤務）

・民間事業者との連携による長期滞在・移住に向けたＰＲや

受入環境整備、若年層を対象とした移住促進のための

「くしろお試しワーキングホリデー事業」の実施 等

・ＵＩＪターン支援金の創設及び移住支援金の対象者拡大、

移住フェアへの出展、ＵＩＪターン就職マッチング制度の

運用、就職個別相談会の開催によるＵＩＪターン就職の促進



主な政策テーマ関連事業『生活環境』

子育て支援の充実

０歳から中学生までの入院・通院及び高校生等の入院に係る

医療費の無償化、子どもの医療費助成に係る所得制限の撤廃

釧路フィッシャーマンズワーフＭＯＯ５階多目的アリーナを

活用した乳幼児の遊び場（ちびっこマンデー）の遊具の拡充

市立保育園、市立認定こども園及び

私立保育園等における一時預かり事

業の利用要件拡大

妊婦健康診査費用、新生児聴覚スクリーニング検査の助成、

３歳児健康診査における屈折検査機器の導入、乳幼児フッ素

塗布事業拡充

ちびっこマンデー

市役所防災庁舎で行う３歳児健診

８

（市の考え方）

●地域の未来を担う子どもの健やかな育ちと子育てを地域社会全体で支えられる取り組みを進めます。

●子育て世帯の経済的負担の軽減を図るために、子どもの医療費の助成内容を拡大し、小中学生の通院に係る医療費の無償化と

併せて所得制限を撤廃します。

●子育て応援円卓会議の提案を基に実現した「ちびっこマンデー」の遊具の拡充を行い、親子で遊べる環境の充実を図ります。

産後支援事業（ヘルプママ）における利用要件の拡大 等

■子ども医療事業（4億4,349万円） ■一時預かり事業の拡大（1,848万円）

■子育て環境充実事業（1,551万円）

■健康診査事業（4,809万円）

■育児支援家庭訪問事業（790万円）妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供する

子育て世代包括支援センター事業の実施

■子育て世代包括支援センター事業（374万円）

一時預かり事業



主な政策テーマ関連事業『生活環境』

９

確かな学力を確立し、豊かな心を育む

■確かな学力向上推進事業（904万円）

「釧路市がめざす学校のすがた基本計画」に基づく義務教育

学校設置に向けた開校準備協議会の設置や小中一貫教育の周

知を図るためのシンポジウムの開催及び調査研究の実施 等

【工事期間】2023 ～ 2024年度

【供用開始】2025年４月（予定）

「青空学級」「ふれあい教室」の適応指導教室としての機能

再編、西部地域への分室設置 等

初任段階教員の授業力向上を目的とした特別支援教育授業力

向上指導員による巡回指導、専門家による巡回相談の実施

新給食センター完成イメージ

（市の考え方）

●市教育の基本理念である「釧路の風土で育まれ 未来を拓く 心豊かな人づくり」の実現に向けて取り組みを進めます。

●子どもたち一人ひとりの生きる力を育む学校教育の推進や、育ちと学びを支える教育環境の充実を図ります。

■校務支援システムの導入（2,251万円）【再掲】

自宅から遠距離通学をする高等学校等の生徒に対する経済的負

担軽減を図るための通学費助成

釧路市標準学力検査と生活行動・学習活動調査の実施、秋田

県大館市授業マイスター招聘 等

■釧路市がめざす学校のすがた
基本計画推進事業（181万円）

■学校適応対策推進事業（564万円）

■特別支援教育推進事業（36万円）

■高等学校生徒遠隔地通学等助成金（996万円）

市立小中学校並びに阿寒湖義務教育学校への校務支援シス

テムの導入【再掲】

・釧路市標準学力検査の結果や学習に関する評価などの

データの可視化・分析による学習面や生活面の指導・支

援への活用

・成績処理や通知表作成、指導要録作成などの校務の効率

化による教職員の負担軽減

■新給食センター整備事業（11億8,438万円）

新給食センターの建設工事及び外構工事



主な政策テーマ関連事業『生活環境』

災害に強く、しなやかなまちづくり

各種防災訓練等の実施、備蓄用食糧の更新、洪水ハザード

マップの作成（音別川）、防災行政無線の維持経費 等

町内会等と連携した避難支援体制の構築、要支援者への情

報提供や個別避難計画の作成推進

大楽毛小学校及び音別中学校の津波一時避難場所整備に伴う実施

設計、既存の津波一時避難場所等における地震自動解錠装置

（キーボックス）の設置

津波避難施設としての機能を併せ持つ西消防署大楽毛支署・第12

分団庁舎の基本設計

大楽毛津波避難複合施設の整備に伴う基本設計及び実施設計

（市の考え方）

●気候の変化等による災害リスクの高まりに対して、市民の生命や財産を災害から守るため、更なる地域防災力の向上を図ります。

●日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る津波対策として、津波避難複合施設の建設や更なる津波一時避難場所の確保による

避難困難地域の解消を目指した取り組みを進めます。

■大楽毛津波避難複合施設整備事業（1億4,497万円）

■津波一時避難場所整備事業（1,976万円）

■西消防署大楽毛支署・
第12分団庁舎建設事業（3,140万円）

■災害対策事業（4,590万円）

■避難行動要支援者避難支援事業（150万円）

2011年３月11日 東日本大震災により
浸水したＭＯＯ駐車場 防災訓練（炊き出し） 防災訓練（給水活動） 津波避難訓練
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その他の関連事業

都市基盤等の整備と充実

■釧路駅周辺整備推進事業（7,881万円）
釧路都心部まちづくり計画の推進検討（釧路都心部まちづくり計画

【事業計画編（仮称）】の検討）

街路（高架下道路）の概略設計

土地区画整理事業の事業調査（現況測量、事業計画の基礎資料作成）

釧路都心部まちづくりフォーラムの開催（市民理解の促進と機運の醸成）

11

■中心市街地活性化対策事業（370万円）
商工会議所等と連携した中心市街地活性化の推進、専門人

材を招聘した研究会の開催

■市道整備事業（1億1,147万円）
市立釧路総合病院新棟建設及びバス乗換拠点の整備に向け

た、市立病院前（富士見緑ケ岡通）の交差点改良工事 等

■公共交通活性化事業（315万円）
ちびっこマンデーとの連携やバスふれあいイベントなどの

地域公共交通利用促進策の実施 等

■港湾計画推進事業（2,198万円）
釧路港港湾計画改訂に向けた釧路港将来ビジョン策定業務委託等

釧路港港湾ＢＣＰ【感染症編】の策定等

北大通まち歩きイベントの様子釧路駅周辺（ゲートウェイ）南側イメージ

（市の考え方）

●鉄道高架と合わせ、釧路駅周辺の再整備を行うことで、まちの顔である釧路駅周辺を車優先の空間から、人と公共交通が中心の

居心地が良く、歩きたくなる空間に転換する基盤整備を推進します。

将来の都心部交通ネットワーク



その他の関連事業

安全・安心に暮らせるまちづくりの推進

■高齢者外出促進バス事業（9,956万円）
高齢者の社会参加を促すための支援

（乗車証（おでかけパスポート70）

によるバス乗車に対する助成等）

12

■介護人材確保事業（2,905万円）【再掲】
介護・福祉分野における人材確保支援及び介護資格の取得

支援並びにケアサポーターの活用促進

■ひきこもり支援推進事業（100万円）
ひきこもり状態にある方やその家族が容易に相談できるため

の環境整備

ひきこもりの実態やニーズを把握するための相談窓口設置

複合的な課題を抱えた方のためのひきこもり支援のネット

ワークづくり

■障がい者工賃確保推進事業（300万円）
障がい者の工賃確保及び障害福祉サー

ビス事業所の就労分野拡大への支援

■街路灯維持管理費補助金（3,707万円）
釧路地区の街路灯の更新及び整備に対する補助の拡充

おでかけパスポート70

■日中一時支援事業（2,001万円）
障害者手帳を所持していない場合も利用可能とした、施設

等での見守り支援の実施、医療的ケア児・者の受入事業所

に対する加算制度の創設

■成年後見センター事業（1,009万円）
成年後見センターにおける市民後見人の活動支援の拡充及

び審査会機能の向上 等

市有施設修繕の様子

（市の考え方）

●市民の誰もが住み慣れた地域で自らの役割を感じながら、健康で安全・安心に暮らせる取り組みを進めます。

●介護・福祉分野における担い手が活躍しやすく、また、働きやすい環境づくりの支援を行います。

■地区会館維持事業（2,350万円）
地区会館運営に係る指定管理費の見直し 等

■高齢者保健・介護予防一体的実施事業（482万円）
後期高齢者に対して、糖尿病性腎症重症化予防、生活習慣

病等の重症化予防、医療機関受診勧奨、通いの場での健診

受診勧奨、健康教育を実施



アイヌ政策推進交付金事業

■令和５年度主要事業（総額 3億2,002万円）

春採生活館イメージ

木彫作品作製の様子

アイヌ刺繍体験交流会

13

その他の関連事業

アイヌ文様入りパッケージ制作例

（１）伝統的なアイヌ文化・
生活の場の再生支援事業（1,131万円）

アイヌ文化の保存・継承・啓発に向けた

施策、アイヌ文化の伝承を図るイオル

（アイヌの伝統的生活空間）再生事業の

推進

（２）アイヌ工芸技術後継者育成事業（3,812万円）
木彫作品・ムックリ・アットゥシ制作

技術継承事業の実施 等

（３）阿寒湖アイヌ文化ブランド化に
向けた知的財産保護事業（3,084万円）

阿寒湖アイヌ文化のブランド化に向け、

アイヌ文様等の保護や知的財産としての

活用を図る取組など、アイヌ文化の普及

促進を図る取組を実施

（４）アイヌ文化関連観光
プロモーション事業（1億1,949万円）

阿寒湖アイヌシアター「イコㇿ」新演目制作、ＷＥＢ等

各種メディアを使った情報発信等

（５）春採生活館アイヌ地域
交流拠点整備事業（6,270万円）

旧建物解体工事や外構工事、アイヌ民具等製作など、春採

生活館のアイヌ地域交流拠点化に向けた整備

阿寒湖アイヌシアター「イコㇿ」 新演目制作のイメージ


